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理的 ･身体的問題に関する実証研究に注目する｡ そ 現にまとまるような広い視点に立った議論はあまり
れらの多くはストレッサ-からストレス反応に至る 見られない｡
ストレス過程理論を基としており,実証的手続きの そこで,本稿では目的変数とそれらを規定する属
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村 ･石隈 (2001)は ｢指導 ･援助サービス上の悩み｣
として 3因子,田中 ･杉江 ･勝倉 (2003)は ｢教師
用ストレッサ-尺度｣として 6因子の職務ストレッ








































露口, 2000;露口 ･佐古, 2004),これらの成果を
踏まえた学校改善の具体的なプログラム作成を意図














撹 (鈴木 ･別惣 ･同乗, 1996),さらに組織風土と





















































































を構成する人格特性の検討 (田村 ･石隈,2002; 
2006)を検討し人格特性ごとのソーシャルサポート
の受けやすさを探ることでス トレス改善の方法を模





























































































































(欠勤や退職などの離職行動の低 さ)という異な 藤井和久 2005 これからの職場のメンタルヘルス














































ma fOlo i lonatccupa
)例えば,宗像 
やス トレス反応が高いことを明らかにしている｡ 案政春 1991 教師のストレス ｢教育ス トレス｣に
(3























は今のところ充分な知見があるとはいえない｡ 池本しお り 2004 教師間のピア ･サポー トをめざ















明確な差を確認できていない｡ 河村茂雄 2002 教師のためのソーシャルスキル

(5) 学会発表などでは高校教師対象の調査研究の報 誠信書房
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